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歯科所見からの身元確認シミュレーション「ＭＤ-11身元確認」

- 本ソフトによるスクリーニング作業について -

１．はじめに

近年，大規模災害・事故死の身元不明死体について，歯科所見から身元を識別する機会が増加している。

このような場合の照合作業においては，大量の情報処理を迅速に行うことが求められる。

齲蝕には自然治癒はなく，放置すれば進行するし，充填物や補綴物が再製作される場合には，窩洞形態は

確実に大きくなる。歯科所見の多様性とこのような不可逆的変化を考慮することで，身元確認作業に際して

のスクリーニングシステムを構築することが可能となる。

「ＭＤ-11身元確認」は，Microsoft社製の表計算ソフトExcelを使用して，死後（死体）の口腔内所見と生

前のカルテ等による口腔内所見を数値化して入力し，それらのデータを効率的かつ迅速に照合するためのス

クリーニングソフトである。

２．口腔内所見の分類

本ソフトでは歯科所見の不可逆的要素等を考慮して，齲蝕や治療の進行に伴い概ね数値が増大するような

以下の５分類とした。

なお，部分修復に含まれるＣＲ充填，グラスアイオノマー充填等の歯質と類似した色調を有する充填物は，

死後記録を採取する際に見落とす可能性があるため，分類１に入れた。

分類１：健全歯，齲蝕歯（Ｃ ・Ｃ ・Ｃ で治療の痕跡のないもの），ＣＲ充填等１ ２ ３

分類２：金属による部分修復（インレー・部分冠・アマルガム充填等，歯冠部の一部分のみ金属で修復し

ているもの）

分類３：全部修復（全部冠・ジャケット冠・ポスト冠等，歯冠部全体を修復しているもの）

分類４：Ｃ （コーピングを含む） 欠損（ポンティック・義歯・インプラント等で補綴されている場合４ ，
を含む）

分類５：情報なし（カルテ未記載の場合や遺体の部分的な欠如・歯の死後脱落等で所見の不明なもの）

３．口腔内所見の入力，保存

大規模災害・事故死が発生した場合，遺体の検視によって死後記録が，また該当者の生前の資料によって

生前記録が作成され，双方を照合することで身元確認が行われる。スクリーニングの対象とするは，これら

の記録のうちのデンタルチャートである。

スクリーニングに先立ち，このデンタルチャートに記録された口腔内所見を前述の分類に従って本ソフト

に入力する。

右は該当者のカルテ所見等を入力するた

めの「生前記録シート」画面である。「死

後記録シート」もほぼ同様の画面である。

データの入力方法は「生前記録シート」

「死後記録シート」両シートとも同様であ

り，まず，画面の右上部にある「データ新

規入力」ボタンで表示されるフォーム上

で，ＩＤ，検査日，検査場所，性別等を入

力し，続いて32歯の所見についてそれぞれ

５分類のうちの該当する状態をオプション

ボタンにより入力する。誤入力を防止する

ため歯の配列は日本歯科医師会作成のチャ

ートと同一にし，さらに入力状態を画面上

部に再表示し確認できるようにした。

入力後、画面右上に「新規保存」ボタン

が表示されるので，これにより保存シート

（次ページ）にデータが保存される。
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保存シートは，「生前記録」（右），

「死後記録」のデータ別にそれぞれ作成さ

れる。

保存シートは，生前・死後記録シート右

上の「データ検索」ボタンから表示するこ

とができる。

データを生前または死後記録シートに表

示するには，表示するデータ（どの列でも

可）にカーソルを合わせて指定し「表示：

カーソルを合わせ押す」ボタンを押す。

なお，入力した各データは，エクスポー

ト（他のファイルとして保存）およびイン

ポート（保存したデータの取り込み）が可

能なため，例えば，検査場所ごとに入力し

たデータを１つのファイルに纏めることも

可能である。

また，インポート等でデータが重複した

際に重複データを削除したり，特定のデータを検索・表示できるようにもした。

４．照合作業

死後記録が生前記録に先行して採取されること等を想定し，照合は「生前記録デンタルチャート」のデー

タを基にし，「死後記録デンタルチャート」内のデータを検索する方法をとった。

また検索・照合にあたっては，個別検索および総検索の２つの方法を用いて実行できるようにした。

個別検索(1)

「生前記録デンタルチャート」の特定の１デー

タを基にして「死後記録デンタルチャート」内の

データを検索し，照合する方法を個別検索と称し

た。

右は個別検索の照合フォーム（ダイアログボッ

クス）である。（このフォームは「生前記録シー

ト」の右上部の「死後記録と照合」ボタン、また

は「個別検索」画面の「照合」ボタンにより表示

される。）

同一人であっても，その後の変化（齲蝕の進

行，修復物の脱落、カルテ記載後の他医院での処

置等）あるいは検査者による齲蝕等の判断基準の

相違等により，完全には一致しない場合がある。

このようなことを想定し，例えば「不一致数５歯

以内」等，その数を指定して検索されたデータと

その照合結果を表示する方法と，指定せずに検索

し全データの照合結果を表示する方法の２通りの

照合ができる。

なお，既に照合済みのデータについては，生前

・死後記録シート右上の「変更」ボタンから「照

合済」にチェックをしておくことで，再度の検索

時に照合の可否を採択できるようにした（デフォ

ルトでは「照合しない」の設定）。
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ＩＤ X-0001 の生前データについて，「不一致数７歯以内」の条件で死後データ内を検索，照合した結果

および表示内容説明等を下に示した。上記条件に一致した死後データ６例が検索され，その表示は画面左か

ら，ＩＤ，32歯についての分類，検査日，検査場所，摘要，照合済みデータを検索するか否かの表示，性別，

検索歯数，不一致数（合計，矛盾なし，矛盾あり），検索結果の順である。

検索歯数は，通常は32であるが，分類５（遺体の部分的な欠如，カルテ未記載等で「情報なし」の入力）

の場合には照合しないようにプログラムしてあるため，それを除外した数になる。このようにすることによ

り，例えばブリッジ１装置のみのデータしか情報が得られない場合でも，該当部位に「３」「４」「３」等

と入力し，他は全て「５」とすることで検索が可能である。

不一致数は，提示例では「不一致数７歯以内」の条件で検索したので必然的に７歯以内である。このうち，

歯科所見の不可逆的変化を考慮することで，不一致でも矛盾しないもの（死後データの分類番号が生前デー

タのそれより大きいもの）と明らかに矛盾するものとに分けることができる。前者を「矛盾なし」，後者を

「矛盾あり」として，各々の歯数を表示するようにした。

最右端には，検索結果として，照合した全ての所見が一致する場合を「全て一致」，上述の不一致でも矛

盾しないものを「矛盾しない」として表示させた。

照合は，画面上部中央の「照合」ボタンで条件を変えて繰り返し行うことができる。

「並べ替え」フォームで，検索さ

れたデータを「不一致の少ない順」，

「矛盾の少ない順」，「ＩＤ順」に

並べ替えて検討することができる。

また，「絞り込み」フォームで，

「全て一致するもの」，「矛盾しな

いもの、全て一致するもの」，「不

一致で矛盾ありの歯数」によって絞

り込むこともできる。
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総検索(2)

入力済みの全ての「生前記録デンタルチャート」のデータについて，

それぞれ「死後記録デンタルチャート」のデータを検索，照合し，その

結果を表示する方法を総検索とした。

総検索フォームは，照合フォームでタブを切り替えることによって，

表示できる。

右に総検索の照合フォームを示した。個別検索と同様に「不一致数

（［全てのデータ]あるいは[矛盾しないもの]）」を指定しての検索，

および「矛盾しないもの全て」により検索することができる。

「不一致歯数７歯以内，全てのデータ」の

条件で死後データ内を検索，照合した結果の

一部である。左列に生前データのＩＤを表示

し，それに対して上記条件を満たした死後デ

ータのＩＤ等を羅列して表示させた。（死後

データは，ＩＤ，一致歯数，一致及び矛盾な

し歯数，検索歯数の順に表示した。）

また、照合済みの生前データについては，

ＩＤの後に（済）と表示した。

なお，生前データのダブルクリックで個別

検索画面を表示できるように，さらに，各デ

ータを右クリックすることで，そのデータ画

面を表示できるようにした。

このように総検索では少ない操作で，かつ

生前データの全てに対して検索条件に一致す

る死後データをスクリーニングできる利点が

ある。

ここで，大規模災害・事故による犠牲者の身元確認に際し，実際のスクリーニング作業についての一例を

想定してみよう。航空機事故等で該当者の名簿が存在する場合と列車事故や大地震による災害のような名簿

が存在しない場合とでは生前記録の収集方法等は異なるが，何れにしても収容された遺体からの死後記録が

先行して採取されると思われる。したがって，まず，作成された死後記録デンタルチャートのデータを本ソ

フトに入力することになる。その後，医療機関等からの情報に基づいて該当者の生前記録が作成されると考

えられるので，このデータを漸次入力し，これを基にして個別検索によるスクリーニングを行う。個別検索

にあたっては，入力済みの死後記録データが比較的少ない場合は「全データを表示」，データ数が膨大な場

合には「不一致数10歯」等，不一致数を多めに設定して検索した後に，「絞り込み」を行って該当すると考

えられる数件のデータを抽出するのが効果的であろう。抽出データをプリントアウト等した後，それぞれの

データについて元のチャートに戻って詳細な口腔内所見，その他の生前記録と死後記録を比較，照合するこ

とにより最終的な判定を行う。身元確認が終了したデータには「照合済」にチェックを入れ，再度検索しな

いようにする。このような作業を繰り返して実行することによって身元確認は迅速に終えることができると

思われる。

以上のように，特定の生前所見から身元確認する場合のスクリーニングには個別検索により，また収集さ

れた全データの大まかなスクリーニングには総検索によって，それぞれ照合する範囲を絞り込んだ上で他の

収集情報と共に詳細な確認を行うことで，効率的な身元確認ができるものと考えている。

５．おわりに

大規模災害・事故死の身元確認作業に際して，このソフトがスクリーニング手法の一助となれば幸いであ

ると共に，本ソフトを契機として，より汎用性の高い，かつ効率的なシステムが確立されることを期待して

やまない。


